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研究計画内容 【研究背景】  

どんな仕事に就くとしても、AI を使いこなすことが当たり前になる――そんな時代がも
う目の前に来ていると感じています。事務職であれば業務の効率化、企画職なら膨大な
データの分析、そして教育現場では一人ひとりに合った学びの提供など、分野ごとに AI
の活用方法は異なりますが、共通して言えるのは「人と AI の役割分担」が鍵になるとい
うことです。だからこそ、いまのうちに「人間が得意なこと」と「AI に任せるべきこ
と」の違いをきちんと理解し、それぞれの強みをどう活かせばうまく協働できるのかを
考えることが、これからの働き方に直結すると強く感じています。そうした問題意識か
ら、人と AI がよりよく共存できる方法を探るために、本研究に取り組むことを決めまし
た。 

  

【研究内容】  

一般的に、AI の利用によって生産性が向上するといわれているが、AI と人間でどのよ
うに業務を分担するのが、生産性の最大化にとって適切であるのかを明らかにしたいと
思います。 
そのため、まず、AI の得意分野について調査します。 
一方で、AI 利用による失敗や事故の事例をいくつかあります。それらの事例を挙げるこ
とで、AI ではなく人間が必要とされる分野についても考察します。 

   

【期待される効果】  

本研究により、AI と人間の役割分担を明確化することで、業務効率化や意思決定の質の
向上が期待できます。さらに、個々の強みを最大限に活かした協働により、創造性や生
産性の向上が見込まれます。教育現場では、一人ひとりに最適化された学びの提供が可
能となり、学習成果の向上にもつながります。また、将来的には、AI を効果的に活用で
きる人材の育成や、さまざまな分野での働き方改革への貢献も期待されます。 
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